
赤須賀漁師の伝言板 
「山・川・海は繋がっている」 
  ～絆を深める干潟観察会～  
 
 赤須賀漁協では毎年、「山・川・
海」の絆づくりの一環として岐阜県東
白川村と地元の子供たちを招待し、干
潟観察会を開催しています。 
 観察会では、長島沖の人工干潟に上
陸し、生物採集を行いながら豊かな干
潟の様子を肌で感じてもらっています。 
 干潟から帰った後は、採集した生物
の種類を調べたり、干潟の役割につい
て漁師さんたちから学びます。 
 夏には岐阜の子供たちが赤須賀に訪
れますが、秋には赤須賀の漁師と子供
たちが岐阜県の山に植樹にお邪魔しま
す。東白川村の児童との交流は、今年
で１０年目を迎え、山・川・海の交流
は年々深まっています。 
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赤須賀漁師の伝言板 
出前授業に行ってきました 
   ～未来の漁師達とのふれあい～ 

 
 地元、城東小学校４年生の生徒達に、赤須
賀の漁業のことについて授業を行いました。 
 当日は操業のビデオやパネルを持参し、シ
ジミ漁やハマグリ漁の映像を見てもらい、赤
須賀の漁業の概要をわかりやすく説明しまし
た。 
 初めは色黒のおじさん達の登場に戸惑って
いた生徒達とも徐々に打ち解け、質問タイム
には「川の水が緑なのはなぜですか？」「人
工干潟はどうやって作りましたか？」などの
様々な質問があがりました。 
 また「ハマグリが減ったのはなぜだと思い
ますか？」と漁師が投げかけると「埋め立
て」との4年生とは思えない、鋭い回答があ
り、我々漁師も驚かされました。 
 最後には、「漁師になりたい！」と手を上
げてくれた生徒がいたので、将来一緒に漁が
できることを楽しみにしています。 

ひさしぶりの教室に緊張 

この日のためにビデオを準備 
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